
鹿本商工高校では、３年生の集大成として「課題研究発表会」を実施しています。

課題研究とは、「地域を元気にしたい」「暮らしを便利にしたい」
「自分たちの技術で、何かを生み出したい」 そんな思いを出発点に、

生徒自身がテーマを決め、１年間かけて考え、試し、形にする探究学習です。

今年度は、各学科の予選を勝ち抜いた７つの班が全校生徒の前で発表しました。
 企業と連携した地域活性化、商品開発、Web制作、 ロボットシステム、ゲーム制作など、

どの発表も実社会と深く結びついた内容でした。

成功だけでなく、失敗や試行錯誤の過程も語られ、
「正解を教えてもらう学び」ではなく、自分たちで答えをつくる学びが、

確かに根付いていることが伝わってきました。

こうした挑戦ができるのは、専門的な知識と経験をもつ先生と、
充実した実習設備が揃う鹿本商工だからこそ。

鹿本商工で育つのは、考える力、伝える力、やり抜く力。
そして、社会で本当に役立つ実践力です。

中学生のみなさん。
「自分の力で何かを成し遂げたい」と思ったその瞬間から、

その一歩は、鹿本商工高校で踏み出せます。

「正解のない問い」に、本気で向き合う。
～鹿本商工 課題研究発表会～
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